
パルス法診断

横軸（時間軸）に超音波反射

（エコー）の強さをスパイク（振

幅に変化）で表し、眼軸測定と

病理組織の鑑別診断をする

（反射の強かった組織は高い

スパイクとなる）パルス波（１つの山又は１つの

谷をもつ孤立した波）を利用

A モード方式

B モード方式

時間軸上に超音波反射の強さ

（エコーの振幅）に応じて生じる

明るさの強弱をブラウン管上に,

断層像で表し、網膜剥離･眼球

内異物･網膜腫瘍の診断をする

ドップラー法診断

連続波（山と谷が交互に繰り返す波）を利用

超音波のドプラ効果（運動体から反射される音波の周波数がその運動によって

変化する現象）を応用して、体内の運動体の速度成分を測定する

澤田惇：視能学 P224

眼の超音波検査について

長い

短い

発振した超音波パルスは組織の境界面に当たると反射と透過が起こり、同方向に戻って

きた音波（エコー）を受信する。エコーは発振された時間から伝播した時間遅れて戻ってく

るので、各組織までの距離をモニター上に表示することができる。
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名古屋市立大学小澤勝子先生

の講義資料より

後部ぶどう腫

Michels，R.G：マイケルス網膜剥離P333

澤田惇：視能学 P226

Michels，R.G：マイケルス網膜剥離P333



眼球内病変のエコー診断 眼窩疾患のエコー診断小口芳久：眼科検査法ハンドブック
第 4 版 P354 に加筆

小口芳久：眼科診療プラクティス 10、
眼科検査法ハンドブック第 4版 P356
に加筆

塊状

輪郭明瞭

輪郭不明瞭

エコー散乱・不均一

内部無エコー

＊詳細は「小口芳久：眼科検査法ハンドブック第 4 版 超音波診断 P354～356」参照



澤田惇：視能学 P227～P229 に加筆

太根節直：眼科超音波診断法
P39

硝子体内に銀白色の光輝を放つ点

状の微小物質の存在。成因不明。

B モード画像多重エコー(突き刺さって見える)
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太根節直：眼科超音波診断法 P23

図６

澤田惇：視能学 P228～P229 に加筆

＊詳細は「澤田惇：視能学 超音波検査 P224～P229」参照

は画像なし。写真は太根節直：眼科超音波診断法P39

は画像なし。写真は太根節直：眼科超音波診断法P39


